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会 議 次 第 

 

 

１ 開会 

 

２ あいさつ 

 

３ 議事 

・名古屋城石垣カルテの作成について 

・名古屋城天守台石垣の調査について 

 

  ４ その他 

 

５ 閉会
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日時：平成29年5月12日(金) 10:30～12:30 

 

 

場所：ＫＫＲホテル名古屋 福寿の間 

 

 

資料内容 

名古屋城石垣カルテの作成について…P1～P4 

名古屋城天守台石垣の調査について…P5～P13 



石垣カルテ項目（案） ※網掛けは名古屋城特有の調査項目
項目 内容
石垣番号 管理番号
地区 曲輪
石垣の性格 櫓台、曲輪外面など
方位 面する方位
立地面 平坦面、斜面、堀底、生活面など
地盤 立地地盤
立地状況 社会的環境
所有者
管理者
関係法令
利用形態

現在
過去

築造時期
修復履歴 時期
分類
編年
絵図・古文書
丁場割図における普請担当大名
既往の発掘調査・研究

天端
裾部
左端部
右端部
中央部
石垣が長い場合には10m間隔
櫓台等石垣高に変化がある場合は変換点

立面積
右
左
段数 右

左
勾配 右

左
反り 右

左
気負い

右
左

角脇石
右 技法

角脇の形態
左 技法

角脇の形態
右
左
右
左
右
左

加工痕跡など
石質
石材の石質比率
刻印の状況
矢穴の状況
植生状況
近代以降の補強（モルタル・鉄筋など）
観察事項 角石の形態、角脇石の状態など具体的に
平面形状

左端部
右端部
中央部
石垣が長い場合には10m間隔
櫓台等石垣高に変化がある場合は変換点

反り
石材加工
積み方
間詰石
石材寸法
石材形状・規格性
自然石・割石・加工石
加工痕跡など
石質
石材の石質比率
刻印の状況
矢穴の状況
植生状況
近代以降の補強（モルタル・鉄筋など）
観察事項 築石の加工など具体的に

緩み
割れ
表面劣化
被熱
迫出し
抜け落ち
孕み出し（局所）
壁面のへこみ
孕み・抜け落ち
前倒れ
孕み出し（広範囲）
崩れ
樹木
天端・上面の沈下等
その他

天端隅角部

平面形状、出角・入角・鎬

石材形状・規格性

石材寸法・控え長

勾配

角石

稜線

上部構造物

立面形状

延長

高さ

破損状況

はさみ石・間詰石

積み方

隅角部

築石部

石材加工の有無
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項目 内容
緩み
割れ
表面劣化
被熱
迫出し
抜け落ち
孕み出し（局所）
壁面のへこみ
孕み・抜け落ち
前倒れ
孕み出し（広範囲）
崩れ
樹木
その他
緩み
割れ
表面劣化
被熱
迫出し
抜け落ち
孕み出し（局所）
壁面のへこみ
孕み・抜け落ち
前倒れ
孕み出し（広範囲）
崩れ
樹木
前面土砂の堆積
立地地盤の異常
その他

観察事項
緩み
割れ
表面劣化
被熱
迫出し
抜け落ち
孕み出し（局所）
孕み・抜け落ち
前倒れ
孕み出し（広範囲）
積み石の乱れ
崩れ
樹木
天端・上面の沈下等
その他
緩み
割れ
表面劣化
被熱
迫出し
抜け落ち
孕み出し（局所）
孕み・抜け落ち
前倒れ
孕み出し（広範囲）
積み石の乱れ
崩れ
樹木
その他
緩み
割れ
表面劣化
被熱
迫出し
抜け落ち
孕み出し（局所）
孕み・抜け落ち
前倒れ
孕み出し（広範囲）
積み石の乱れ
崩れ
樹木
前面土砂の堆積
立地地盤の異常
その他

観察事項
変形の観測

崩落等の可能性
利用上の危険性
危険度

破損要因・特記事項
見取り図・写真
備考

素図
個別主題図
合成図

中段

築石部

裾部

裾部

中段

天端

図面・写真その他

危険性
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名古屋城天守台石垣の調査（案） 

 

■ 「石垣調査」（基本調査） 

予定している調査項目：Ａ～Ｅ 

別添資料「石垣カルテ（案）」「石垣調査範囲」「調査予定位置図」 

 

Ａ：石垣測量 

（１）石垣立面図作成 

（２）石垣縦横断図作成 

（３）石垣平面図作成 

（４）石垣三次元点群データ作成 

 

Ｂ：石垣現況調査 

（１）石垣カルテ作成（別添資料「石垣カルテ（案）」「石垣調査範囲」） 

（２）石材調査 

 

Ｃ：発掘調査 （別添資料「調査予定位置図」） 

（１）仮設構台等に関わる調査 

（２）石垣根石に関わる調査 

 

Ｄ：地盤調査（別添資料「調査予定位置図」） 

（１）ボーリング、平板載荷試験 

 

Ｅ：天守台石垣にかかる史実調査 

（１）石垣の史実調査 

（２）現天守閣再建当時の石垣整備調査 
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Ａ：石垣測量 

（１）石垣立面図作成 

・ 工事前の石垣の状況を記録するため、対象の石垣について測量を行い、石垣の

立面図を作成する。 

・ 測量は一面ごとを単位とし、築石に対して番号を付与し、元の位置が確認でき

るようにする。情報の取得はカラーとし、障害物（草木・地被類・土の付着等）

の除去及び清掃を行い、石垣の状況が明確に記録されるよう努める。 

・ 図面はデジタル形式で測定・描画された、線形の３次元データとする。測定描

画は、各石の重なり状況に留意し、積石の輪郭線、稜線（主要な形状変化点）、

間詰石、加工痕、亀裂・剥離状況、刻印および等高線等について描画する。 

表現事項は、積石の輪郭線、稜線（主要な形状変化点）、間詰石、加工痕、亀

裂・剥離状況、刻印および等高線等とする。 

 

（２）石垣縦横断図作成 

立面図を作成した石垣について、石垣の縦断面図および横断面図を作成する。

縦断面図及び横断面図ともに基本的に 1.0m 毎に断面図を作成する。 

 

（３）石垣平面図作成 

対象の石垣について測量を行い、石垣の平面図を作成する。 

 

（４）石垣三次元点群データ作成 

・ 対象の石垣について、三次元の点群データを作成する。 

 

Ｂ：石垣現況調査 

（１）石垣カルテ作成 

対象の石垣について、孕み出し領域、目地の開口および段差、築石や間詰め石 

の形状や割れ及びや抜け落ち、築石等の風化や劣化および焼け石、明瞭な積み直

し跡、その他石垣の安定性に関する事項等について、目視による調査を行う。 

 

調査結果を踏まえ、石垣カルテの作成を行う。カルテの仕様については、『石

垣整備のてびき』の基本調査に準じるものとし、整理の方法等については、監督

員の指示に従うものとする。また、石材調査、石材劣化度調査の成果についても

加えるものとする。 

 

（２）石材調査 

対象の石垣について、石材一石毎の刻印・墨書の有無、矢穴の有無と大きさ等、

表面加工の種類、二次利用の確認を行う。 
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Ｃ：発掘調査 

（１）仮設構台等に関わる調査 

名古屋城天守閣整備事業に伴って設置される仮設構台等による遺構面への影響

を確認するために試掘溝（トレンチ）等を設け調査を行う。 

・ 調査に伴って、平面図、断面図、個別図等の作成を行う。 

 

（２）石垣根石に関わる調査 

天守台石垣の維持保存にかかる設計の際に必要となる根石部分の状況について、

調査・記録を行う。 

・ 調査に伴って、平面図、断面図、個別図等の作成を行う。 

・ 掘削を行って露出した石垣面について、立面図、縦断面図及び横断面図を作成

する。 

 

Ｄ：地盤調査 

（１）ボーリング調査、平板載荷試験 

天守台周囲内堀内、本丸、御深井丸、天守閣内で、ボーリング調査、平板載荷試

験を行う。 

 

Ｅ：天守台石垣にかかる史実調査 

（１） 石垣の史実調査 

慶長の創建時、宝暦の大修理時、その他修理の記録の調査を行う。 

 

（２） 現天守閣再建当時の石垣整備調査 

地階レベルで内外の石が解体されている施工写真、施工記録の調査を行う。 
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■ 「石垣詳細調査」 

※石垣調査（基本調査）の結果を踏まえて、石垣を保全していくために行う 

 詳細調査 

 

予定している調査項目：Ｆ～Ｈ 

 

Ｆ：石垣現況調査 

（１）レーダー探査 

（２）石垣の修理状況確認調査  (穴蔵部) 

（３）石材劣化度調査 

 

Ｇ：石垣安定性評価等 

（１）安定性評価 

（２）保存・修復方針検討 

（３）追加調査 （調査結果や検討状況を踏まえて行う調査・実験等） 

 

Ｈ：その他調査・検討 

（１）石材調査 (刻印・墨書、矢穴、産地等)  

（２）穴蔵部分の埋蔵物調査 

（３）石垣の当初勾配調査 
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Ｆ：石垣現況調査 

（１）レーダー探査 

対象の石垣について、表面からのレーダー探査を行い、石垣の背面の構造につい

て、石垣の安定性評価等に必要な諸元の調査を行う。特に築石の控長、栗石幅空洞

部等の存在の有無については留意して調査を行う。 

 

（２）石垣の修理状況確認調査(穴蔵部) 

現天守閣再建時の穴蔵部の石垣の修理状況を確認するために、調査項目Ｅにある

再建時の調査を元に、試掘・部分的な取外し等の準備調査を行った上で、必要に応

じて石垣を取外し、追加ボーリング調査等を行い地階レベルの石垣の現況を確認す

る。 

上記調査の結果、再建時の修理状況を確認するため、さらなる石垣取外しが必要

となった場合は、石垣の平面・断面構造を確認し、調査、記録を行う。 

・ 調査に伴って、平面図、断面図、個別図等の作成を行う。 

・ 石垣取外し時には調査員が立会い、石材撤去前後の状況をよく観察し、石材の

積み方・合端のチェック・割れやヒビの有無・石材下面の状況、押さえ石など

の情報を確認し記録化に努める。また、取外し中に石材間や栗石中からみつか

った遺構・遺物等について、適宜記録化を行うものとする。 

・ 石材取外し時には石材の露出していなかった面についても同様な作業を行う。 

・ 地階内部部分は石垣の位置等について、昭和実測時との比較検討を行う。 

 

（３）石材劣化度調査 

・ 対象の石垣について、石材一石毎の劣化度について目視調査及び打音調査等を

行う。調査の方法は『名古屋城天守台石垣健全性評価報告書（平成24年3月）』

に準じるものとする。 

・ 戦災時の被熱等により劣化した石材については、現地調査及び実験等によって

石材の強度調査・検討を行う。 

 

Ｇ：石垣安定性評価等 

（１）安定性評価 

※ 遠心模型実験とＦＥＭ(有限要素法解析)を予定。それ以上の調査・実験・シミ

ュレーションについては（３）追加調査にて対応。 

１  対象の石垣について、築石・栗石・背面盛土の状態、地盤、石垣勾配、測量、

石垣現況調査成果などについて検討を行い、総合的に石垣の安定性の検討を行

う。手法については、経験的・統計的方法や力学的理論式による方法、数値解

析による方法等を用いる。 

２  石垣の安定性評価においては、常時及び地震時における荷重など、天守台石

垣の保存・修復方針を検討するための諸条件について、妥当性の検討を行い、
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適切に設定する 

３  総合的に天守台石垣の安定性を検討するために、各面において実施し、局部

的に孕み出しが大きい場合などは追加検討し、断面を適切に設定して行う。 

 

（２）維持保存方針検討 

１  本作業における調査結果等を踏まえて、名古屋城天守閣整備事業の設計等を

進めるうえでの、天守台石垣の保存・修復方針を検討する。 

２  保存・修復方針検討においては、文化庁との協議を踏まえて進めることとし、

また、天守閣部会、石垣部会及び検討会議において、適宜、学識経験者の意見

聴取を行いながら進める。 

３   現状維持の場合・積み直しの場合、常時荷重・地震時荷重、石垣天端に荷重

が作用する場合・作用しない場合等、諸条件を検討する。 

 

（３）追加調査 

調査結果や検討状況を踏まえて、ＦＥＭ、ＤＥＭ、実物大モデル振動実験、そ

の他実験・シミュレーション等を協議の上実施する。 

 

Ｈ：その他調査・検討 

（１）石材調査 

１  刻印・墨書については、採拓・実測等の方法により記録を行う。記録化にあ

たっては、刻印･矢穴等名古屋城石垣に精通した専門家の助言を得る。 

２  石材産地推定のために岩石名・含有鉱物名などの地質学・岩石学・考古学・

文化財学的調査を行い、情報の記録保存・取りまとめを行うまでの作業をいう。 

３  調査を行った刻印、墨書、矢穴、表面加工、二次利用について、定義に準じ

た形でデータベースに入力を行う。 

 

(２) 穴蔵部分の埋蔵物調査 

 

（３）石垣の当初勾配調査 

過去の史料による天守台の勾配を数式化し現在の勾配と照合する他、石垣秘

伝之書、後藤家文書による勾配の数式等とも照合するなどし、当初勾配につい

ての調査を行う。 

10



11



12



－ 1 － 13


